
‖ll‖11-一-rll=l川■■一-11111111l■■一-■lllll=‖■一膚■一川1‖‖-■一-■｢‖==し一一-｢llllllllll･一･-■111111仙｣一一■｢川Il刷-･■■一一｢llllll=L-■■｢l‖‖lll一一l■ll刷Ⅷl■一一

19.冷凍および空気調和装置
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冷 よび空気調和装苗の需要ほ年々増加の一途をたどってい

るが,昭和34年度においては,--㈲京菜の甘気の好慮に伴い一段と

飛躍的な増加を示した｡

ターボ冷凍機ほビルディソグの冷房川としてますますその需要が

増加しているが,さらに合成繊弧 化学薬品,ビール醸造などの空

気調和または冷却川としての需要の伸びも著しく,昭和34年度にお

ける牛踵高は職彼の故高記録を樹立した昭和33年度をほるかにF)よ

うがしたし)粕こ,34年度ほ人形機の需要が多く∴訂録品である800t,

750kW(1,000Hl))ターボ冷班機2f手をはじめ5nOt以上のものが

多数納入されたL=､また,R113を冷媒として仲川した100t以下の

効率の良い′ト群書f‡ニターボ冷凍機が宗成したことも特筆すべきことで

ご

●
､

HMC

気調和および冷凍,冷J

冷減機の′ヒ拒も晰調な進展せ胤けており∴空

ほもちろんのこと化′'芦二l二業における冷去川1

として大形アンモニアHMC冷凍機の需要が粕こ増加した｡34年度

に且イヒ学工場に納入した345kW(450HP)人f†律7ン∴モニ7HMC冷

凍機2台ほ高速多気笛冷凍機として記 るあで
〓け

さらに,近年の

傾向として従来はおもに輸入品を便川していた合成化′､芦,あるいは

了丁州ヒ･芋1二業などにおける人祥吊二冷横磯のト舶封ヒが考えられてきて

おり,その一つの現われとして,日立バランス形往視動圧縮機を使

川t/た750kW(1,000HP)アンモニア冷班機2台およびその付属機

器が英合成ゴム工場に納入され斯界の手=三lを集めた(〕

小形冷 機は空気調和川をはじめ冷蔵,冷却川および除湿,乾

用など,苓ノJ面に広く依川され年々その需安が増加しているが,日

立製作所ほこれらの需要の増加に対応して生産設備の拡充をi･よかる

とともに,品質の向上に努め昭和34年度にほ前年度の170%以上の

販克美緋を示した､｡

パッケージ~形エアコンディショナの′孟 ほl｣獅1134年度は鬼気の

好転とともに飛躍的な増加を示し,シーズン後二【三ほほとんど品イこ足

となり追加生産のやむなきに奪った｡また新製品として冷i 機と冷

却装置とを分離した空気調和機として1.1kWスプリット形エアコ

ンディショナを■瀞捌こ り好評を博した｡

自動車の冷房装置すなわちカークーラ 要も急激に増大し,33

年度に引続き外申用のカークーラとして500-CCMを市販すると同

囁にl柑産中川として 300-CCM カークーラを製作し要望にこたえ

た｡またここ一,二年の間急激に′巨産が延びたアイスクリームの販

売用としてのアイスクリームストソカの需要ほ飛躍的に増加し,30,

50g,および600ヱの新製品を1甘陽に送り好評を博した｡

宅内型気のちりよけを目的として製作された日立エレクトリック

エアークリーナは,空気調和の一環として令穐の換気系統に応用さ

れ,年々その需要ほ増加の一 をたどっている｡

昭利34年度ほ市場の要求にこたえて装置の小形化を計ってきた

が,機種も従来の4 植 に 刈 して25～300m3/minの風最を処刑でき

る8種類の製品を市1捌こ送った｡また一方ビル川も大いに需要が延

び,最大処理風量1,500m3/111inのものまで各■Jj面に納入し好調な

転を行っている｡

19.1タ ーボ冷凛機

昭和34年度のターボ冷凍機のすう勢として粕記すべきことは,冷

凍機の_モー削肘存昂の増加と,-▲カにおいては,従 1三としてHMC冷

横磯の独壇場であった100t以下の小容ぷこの分野に対する進‖とで

第1図 西武百貨店納800t750kWターボ冷凍機

第2図 美竹7/く-ト納82t 65kW冷暖副l~jターボ冷凍機

(冷媒 R-113)

ある｡

もちろん千丁数としては100～300tのものが圧倒的に多かったが･

甲位符量の増加と小容量の分野への進肘というこの傾向ほ将来ます

ます原著になるものと考えられ,その意味において昭和34年は,将

来の飛躍に対する基礎を確立した貴電な年といえる｡

以下,34年度に納入されたもののうち二,三の例について

19.1.1大容量のギヤ内蔵形ターボ冷凍検

最近におけるビルディソグのマン㌧モス化の傾向はますます顕著に

なり,それをこ従って冷凍機の単位容量も大きくなってきている｡

そのうちでも,西武百

機2台は容量的に口立

店池袋店に納入された800tターボ冷凍

作所の記録品であることほもちろん,わが

l-一三‡でも屈指の大群量のものである｡

本機ほ800t,750kWという大群二粗 大馬力のものiこもかかわ

らず合理的な設計と,優秀な歯車研削鰍こよるすぐれた歯切抜術に

よりきわめて静粛な フれており,かつ振動も少なく,好調

のうちに冷房欄間を終了した｡

また,本機ほ冬期においてプライソを一20つCまで冷却して室内ス

ケートリンクの結氷川としても使用することになっているので,こ

の瞥､与殊な使用法に十分適応するよう,設計的に程々の考慮が払われ
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ている｡

19･1･2 小容量ターボ冷凍機

従来ほ,冷凍容量150t以上のものにはターボ冷凍機,100t以下

にほHMC冷凍機が一般に用いられ,その中間の作品に対しては施

設および維持費などを比較して機掩の選定を行ってきじが,冷媒と

してR-113が使用されるに及び,小容量のターボ冷凍機の効率が向

上し, 品の価格も下がってきているので,両機種の分岐点ほます

ます小容量の方向に進む傾向が認められ,75t程度の小容品のター

ボ冷凍機の要 が増加してきている｡

日立製作所においてもー-it･くからこの点に注【1し,数イ†~揃より

113に対する基礎的なデーターの 横と,予備実験を行ってきてい

たが,34年度は東京都酔宅協会~美竹アパート納82t,75kWターボ

冷凍機およびその他のR-113小甘量タ一昔冷凍機を完成した｡

】9･1.3 工業用低温ターボ冷凍機

化ヴ,織維などの香椎二上二業における混湿度儲憾川ならびに冷帥†J

としてのターボ冷凍機の需要は33印度に引続き活況を=Lたっ

柑こ,ターボ冷凍機がほかの往復動形冷凍機に比して

(1)振り扱いが容易である｡

(2)運転に信掛性がある1

(3) 耗部分が少なく,プ手命が長く,かつ経路粥が安くすむ′｢

などの程々のすぐれた点を持っているため,品質の均一牲を保つ

ための心臓部ともいうべき冷却矧罠のプライン冷却†~tJとして多数仙

川されている｡

某レイヨソ工場納20りt,245kWプライン冷却mターボ冷凍機

は,プラインを-50Cまで冷却するもので,しかも凝縮需冷却水に

は320Cの冷却塔による高渥.の水を依っているにもかかわらず,R-

11を冷媒とした羽根申2段の圧縮機笹て十分什様を満月するもの

が完成された｡

19.2 日仙C冷 凍 機

HMC冷凍機の需要は空気調和m,｣二業用など多方F如こわたって

いるが,昭和34年度においてほ特に工業用の冷却装細こ阻-1Jされる

ものの増加が目だって多かった｡

また,34年度のHMC冷凍機の†I濾機種について指筆すべきこと

は,大容量のものが多く隼産されたことと,全l二l動掛紅〟式を探川

したアン㌧モニアHMC冷淡機が多くなったことであるっ

柑･2･l工業用HMC冷凍機

冷用業工 る機器の一世位容量ほ工業隼亜の規慎が増大

するにともなって,ますます大きくなっている｡

某アン㌧モニ7合成工場に納められた298t,335kW,A16D-CW

アンモニアHMC冷娘機2台,および某曹達工業会社に納♂〕られた

288t,335kW,A16D-CWアンモニアHMC冷凍機1台ほ大容-E声:

化を示す一例で,いずれも気筒径170mm,衡和125mnュ,気筒数

の大形HMC〉令凍機2わを両朝出し電動機で駆動する形式の

ものである｡

工 用のアンモニア冷凍機としてかつて2気筒立形アンモニア冷

凍機が使用されていたときにほ,機阻ヒビ1

たそのような要

ま

ノ
㌧
､

しかずむト

J
一
-
･
･
･
■転

もなかったが,最近HMC冷凍機が使用されるよ

うになってからi･も 日動発作を含んだ全自動式で,無人運転を行う

場合が多くなった｡ 几削
アンモニア合成二†_二場納の298t,HMC

冷碗機もこの一例で吸入圧力によ射鉦掛揮量調怯と日動発停とが行

われ,日動起動の には,起動が完了するまでの間バイパス運転さ

れる｡また,運転･-いに冷凍機の能力以_との冷凍負荷がかかり蒸発圧

力が高くなりすぎる場合にほ,電動機の過負荷を防ぐために,吸入

圧力がある値以下になるように吸入弁を絞る装置を設備し,いかな

る場合にも,正確に｢l動制御し,安全な運転ができるようになって

評 第42巻 第1号

いる.ン

】9･2･2 市場冷蔵株式会社納二段圧縮冷凍装置

殺近,アイスクリームの冷嵐冷凍魚の冷蔵などの,冷蔵装置に

ぶいて燕発沢庵ほますます低■Fする帆瑚こあるが,一方部会地でほ

伸こ冷却水か小足しているので,蒸発式凝縮渚拝またほ,クーリング

タワなどを偵川することが多いL⊃Lたがって,地下水を使用する場

合よりも,凝桁温度が1n〇C前後も上昇することになるっこのため,

托縮機の圧荊刑七が10､16にもなるので,最近の冷蔵倉庫川の冷凍

矧托ほ,効率のよいび転を行うた捌こ,ほとんど二段旺折式冷凍サ

イクルが採川されている｢

の二段圧縮式諒闇サイクルほ高托圧縮機と低匠圧蘭機とを,

そjLぞれ別の電動機で駆期していたが,今阿~相場冷械に納めたもの

ほ両軸刷し`･~翫勒機により㍍圧圧縮憫と低圧圧抑瀾とを→つの電動機

により吊‖鉦二駆動L-ている｡このた捏)∴品低ノー仁=三桁機をそれぞれ

別怖恥二すえ付ける場合よりもすえイ､佃積が約2/3に減少し,運転お

よじイ某`､トも簡叩･になった二,

また,木装撒こは凝縮器として第5図に見らjtるような蒸発式凝

縦帯を仙川している｡本装繹のように二段圧縮式冷娘装苫と蒸発

凝縮器との組合せほ冷班,冷蔵=の

最新の設備とL.て斯卵の‡=_lを

躍として姑も合せ鋸l勺であり,

めている｢】

19･2･3 西武駒ヶ岳スケートリンク納,アンモニアHM⊂冷凍横

木スケートリンクほ箱根駒サ店のげ=二に設けられたもので,1,95n

n-2の宅lパリソクと,この こ云斐けられた室外リンクとの

第3｢垂:1某アンモニ7合成工場糾298t アンモニア

HMC冷凍機

須41¥l市場冷蔵納二段任緬式アンモニアHMC冷凍機
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第5｢蛋l市場冷蔵納アンモニア蒸発式凝縮器

j11■i老を凍紆せしめるL柑勺をもっており,冷洩機としてほ,110kW電

動機直結の,気筒祥170nlm衝 125mnTの人形8気筒アン㌧モニア

HMC冷凍機3台を使用している.J本機ほl｣=頁にすえ付けられてい

るため,冷却水が十分得られず,クーリングタワを佐川している∪

また,リンクの冷却管にほ い試みとLて,ポリエチレンパイプ

を供用したが,銅伴を便川する場合に比/~くでi二･-jiが非常に簡略化さ

れ,仙川小にパイプがプライソにエって腐fミされる恐れもなく,非

常に良いあ■拙攻闇点し,

19.2.4 冷凍機の自動制御盤

最近ビルディソグあるいは工場などにおいては,冷凍.没腑悍｣⊥葺二が

火きくなり複郡化するに従い,冷凍機の起動,･†ノこ∫止はもとより,冷

凍系統のポンプ,フアンなどの補機類および払t湿度日動調整装損な

どをまとめて制御するよ 1制御盤を設けて,運転を雄一化す

雛7図+気象け納■臣気計第牒㌍-∵㌣気誹け=l川IMC和~来

機l′l動刷l欄】輯

Fr127

127

る帆l勺が多くなったu

第7図は気象げ納電気計算機室空気調

利川HMC冷 機卜二l動制御盤で,冷水温

度により3台の冷沈機を順次自動制御し

て諷整を行っている｡

19.3 小形冷凍機

堅気.り欄1の普及はパッケージ形エアコ

ンディショナなどの～_lユ現により,急速に

進展してきたが,空気調和 躍用として

の小形冷班機の販路も,これにともなっ

て急激に増加している｡また,⊥業用の

悼渥桓凝凝滞への応m,食料品貯蔵用の

冷蔵庫およびショーケース,柏低渥槽(R

--22多段圧縮式またはR-13とR-22と

の二元冷陳)などの川途に多数納入され

るようになった〔ブ このように小形冷凍機

用の様多隠多は に使用されているが,

昭和34年度に納入された代

げれば次のとおりである〕

的製品をあ

19.3.1アイスクリーム貯蔵庫

近時,アイスクリームの需要量は飛

的な増加を示し,いずれの製 会社でも

昆産設備の拡充をほかったので,その生産高も急上昇を示してい

る｡このような情勢から,生産工場と各小売店のストッカとの間に

(R-13と1モー22を使用した二元冷淡機)

第6[望】京都人学農学部納一80UC睦低温槽

第8図 アイスクリーム貯蔵庫3,7kW(5IiP)′ト形冷凍機



128 昭和35年1月

アイスクリームを一時貯蔵しておく貯蔵庫の必要性が隼じてきた｡

このアイスクリーム貯蔵庫の大きさほ有効床面積約10m2,有効高

さ約2･4mで,3･71くW(5HP)小形冷凍機を使用して,庫内の温吐

を一25つC以下に保持することができた｡また,貯蔵庫からのアイス

クリームの搬入,搬=が短時間にできるようにベルトコンベアが設

備されている｡

】9･3･2 恒温現像流し

写真の現像および製版工程においては厳應な渥度管側を行わねほ

ならない｡従来ほ氷またほ温湯を使って温度を調節していたが,完

全な管理ほ困難であった｡矧こ新聞札 印刷会社,D･P店などの

ように大量に作 を行うところでほ常に一定の温度を自動的に保た

しめる装置が必要になってきた｡この要望にこたえて,0.2､0.75kW

(兢～1HP)小形冷凍機を用いた恒温現像流しが

になった｡この装置ほ現像流し

および温度自動調節器

､
､
､
､

･
㌧

に部下の台

と
｣
ノよるれさ作

循環ボンフ

がコンパクトにまとめられ,上郡の恒温水

槽の中にほステンレス鋼製の現像月レミット入れ水槽と水洗い用の水

槽が設けてある｡恒温水槽内の水ほ-一一定混度に日動的に調節され,

循環ポンプにより常に流動している｡Lたがって,恒温水槽の上部

にあるパット入れ水槽lパの水混も常時一定の適渥に保たれているか

ら,現像温度の管理を完全に行うことができる｡

19.4 エアコンディショナ

パッケージ形エ7コンディショナほ,空気調和の伴及とともに,

その需要はますます坪抽lしつつあるが,昭和34隼度ほ前年度をはる

かに上回る販売冥 を示し一般サービス業のほかに,二【二某力何の需

要が急激に延び後半は品不足となり追加生産を行ったし

34年度は,■前年度に引絞いて,200--FM,500-FM,75(トFM,

1,000-FMおよぴ1,500-FMの5機桂をi-1廃Lたほかに1.1kW

(1･5IIP)冷凍機(コンデンシソグユニット)と空気諭明度謹=クー

リングユニット)とに,分離したスプリット形エアコンディショナ

として32-SCM形を~市販Lた.

19.4.1パッケージ形エアコンディショナ

34年皮製品のFM形ほ,33年度製占-んのFL形よりさらに凝縮揖の

冷却水不足,電動機のオーノミロードなどの異常運転事態に対処する

監視を-･段と強化するため, ホ灯を見やすく冷却装置部の上部に

移し,かつ表示灯の種類は白色(送風機のみ運転),緑色(冷房運転)

のほかに,赤色(凝縮器冷却水不足)を また凝縮器冷却

水の状況がよく判明するよう検水器を,′くッケージ本体に増設し

た｡

次にエアフィルタ交換の際,および凝縮器冷却水配管を右左どち

らからも作 るよう生気入1二lグリルおよび凝縮結構遷

の改造を行ってサービスに使ならしめた｡

昨34年度初めて市販された32-SCM形エアコンディショナほコ

ソデソシソグユニットとクーリングユニットとにわかれ,コンテン

シソグユニットほ使用電源三相200V50/60～で,圧縮機ほ冷媒に

R-12使用の密閉形で1･1kW(1.5HP)電動機直結,凝縮器用送風

機ほ,二段軸流フアンを200W4趨電動機に直結している｡またク

ーリングユニットの蒸発器川送風機ほ1段軸流フアンを20W 6P

電動機に直結したものである｡ 冷 サイクルの冷媒制御装置として

ほ,温度式日動膨脹弁を卿巾ナ,基準冷却能力ほ3,200kcal/hであ

る｡

本機のすえ付関係ほ,凝縮器冷却が空冷式であるのと,コンデソ

シソグユニットとクーリングユニットが分離されているので,冷却

水の必要がなく,またコンデンシソグユニ､ソトほ屋外に,クーリン

グユニットは軍内に振付けられ,すえ什矧抑こ借欄勺をうける場合に

特に便利であるr)

第42巻 第1号

′卜形冷凍機揖9国 側品現像流し0.75l(W(1HP)

第10図 ′くッケージ(5()O FM.)形エアコ ソ71イショナ

第11図 スプリット形エアコンディショナの

クーリングユニット(32-SCM)

19.5 カ ーク
ー ラ

冷房装置の普及とともに,カークーラの必要性が大いに認

てきた｡日立

され

作所においてほ昭和33年度より外車川のカークーラ

を市販したのであるが,昭和34年度は前年に引続き外車用のカーク

ーラとして500-CCMを■11i仮すると同時に,新たな構想に基いて｣=司

就中川として300-{CMカークーラを製作し,高級国産

して市販を行った｡

】9.5.1新形カークーラ

を対象と

34年皮製品のカークーラは外車を対象とする500-CCMと1_動産高

級車を対象とする300CCMの2機純である(〕

ニミ4隼度製品のお滝な梢長ほ圧縮機の運転樟≠用にてグネ､ソトクラ

ッチを採川した点である.｣このマグネットクラッチほ日動蕪の蓄電

池を電紬としている_妙転省ほ必要に応じ車付こ設けてある操作ス
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第12図 カ
ー ク ー ラ (300-CCM)

イッチにより圧縮機の運転仲止を行うことができる｡したがって坂

道ある 加急まし. fう必要がある場介,またエンジンがオーバ

ーヒートする危険がある場合にほ,腔縮機の運転を停止して,走

行に必要な情力を増大し,あるいは過熱を未然に防ぐことができ

る｡

い壬Ⅰ産車においてはエンジンルームl甘がきわめてせまく取付けが非

常にむずかしいとともに,スペースの大きい比紡機を収付けると風

の通過面積がせまくなって風圧が高くなるため,凪喜一萱:を減じ過熱し

やすくなる危険がある｡これらの欠点を除くために,特に300-CCM

月1圧桁機ほ底部を円筒状とした｡

クーラーユニットは500-CCMおよび,300-CCMともにトラン

ク形を採用しているが,このクーラーユニットに取付けてある2桐

のファンモータはモータ内部で速度を

り,外部抵抗で

操作 に速度を

化できる什組になってお

蛭を変化させる方式と異なって,中軸こ装関する

える如換スイッチが設けてあるし〕したがって中内

での発熱もなくなり,所要電力も少なくなっている｡

操作盤には切換スイッチを2個設け,表ホ燈せ価付けた｡この切

換スイッチは一つは風見の増減を,--･つは冷厨と車内空気の循戯を

切換えるようになっているとともに二つのファンモータをそれぞれ

単独に運転できるようにしてある｡このため運転者ほ思うままにフ

アンの 転を変え,また風昆をかえて快適なドライブを楽しむこと

ができる｡

19.占 アイスクリームストッカ

冷菓食品の販売量が急増するにともない,賑ゎ■己縛器として,アイ

スクリームストッカの需要が増してきた｡

日立製作所においてほ昭和30年むこわが国で最初の HS-13形ス

トッカを製作していらい,研究を重ね33年度に製作したLS-10お

よび LS-17形はわが国で初めて零下200C以■~卜に庫【月を保持でき

るストッカであったが,34年度ほさらにデザインと性能に検討を加

え,スT･ツカの決定版ともいうべきMS-30形およびMS-50形を

市販した｡さらに大口販売用としてはMS-600形ディープフリーザ

を製作し市販した｡

19.る.1M形アイスクリームストッカ

34年度のM形ストッカはその性能,デザイン,または取扱いや

すさにおいて,十分わが国の盛夏における便川Ⅰ二l駒に耐え,外観も

美麗であり,一般しろうとでも運転できるよう,細心の注意が払わ

れている｡

MS-30形およぴMS-50形とも,蒸発器にアルミシートを用い

て冷媒の通路に考慮を加え,最小の電力消費h~l二で-20DCという低温

を常に保持することができる｡

正耐こは販必こ便なるように陳列ケースが設けてある√〕この陳列

姶13図 MS-30形アイスクリーム

ストッカ

ケースにほ10Wの射光灯が西都に設けてあり,夜間追~月からでも陳

列してある噛■品がはっきりと識別できるようになっている｡

MS 600形ほアイスクリームそのほかの冷 の販売基地,もしく

は大局二に版元する販粛占川として製作されたもので,内部ほ3部屋

に仕切られていて多数の商吊-の取扱いを容易にしている｡MS-600

形もMS-30,MS-50形と同じく庫内温度を-20OCに常に保持す

ることができる｡

19.7 シ ョ
ーケース

良近衛f【三上の見地から食占こlの倣う'正にして,食品を低温に保存し

販売する必要が増してきた｡[l立製作所においてもこのよう 怖な

を察知し33年より試作研究を行った結果,現在市販している同容積

の電気冷蔵断と同様な性能を肯するショーケースを完成したので,

昭和34年度よりMC二110A形ショーケースとして市販を打った｡

MC-110形ショーケースはその形状を現在撮も普及している販売

ケースとⅠ.-りじくして,これらをいっしょに店内に並べたとき店内の

調和を乱さぬようにしてある｡また止滴巾こは断熱性能のよい復層ガ

ラス子を川い,後面には引戸を採川してある｡

蒸発紬こは特殊形状のアルミニウムパイプを川い,内部の冷却が

均一になるように設計してある｡また凝桁掛こほ目然冷却力式のフ

ィン付/くイブ式を採川して,ショーケース~n■附こ内戚してあるため,

スペースが′トさく,静粛な運転ができる｡

このように各方面にわたり新しい機構を採川することによりMC

-110A形ショーケースの性能ほこの穐製品で最もすぐれたものとな

った〔,内洋附こ設けた調節自在の温度調節器により庫内の温度ほ00C

～100Cの範腑こ調節でき,かつこのときに各部の温度を士30Cにす

ることができる｡しかもこの場合の

積を有する電気冷蔵庫の電力消

鼓は同じ110Jの内容

品と同様である｡

第14図 MC--110A形ショーケース
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19.8 エレクトリックエア

クリーナ

0･1/-ど(0.0001m111)という極微粒子を含む

室内の浮遊l二んあいを90%以上の高効*で除

去できる[1立エレクトリックエアクリーナ

ほ,ほかにヲ罰を見ない数多くの特長を有して

おり,その応用面も非づ耶こ広く,各刃向から

の邪寺は大きいが,ことしほさらに電極構造

を改良し,装置の小形軽量化を計るとともに,

保守,点検の面でも全般的な改良を行った｡

また需要の面でも昨年ほ大きく延び,最大

処ftl風境25m3/minのものから1,500m3/min

のものまでを製作し,苓方面の空気調和系統

に応川されて,室内空気の浄化に活躍した｡

立 評
三ノゝ

百田1

♂ノ､‰
鋼_

第15図 HB-75形エアグリーナ

昭和34年新しく製作された機穐はHB形でHB-25,HB--200,

HB-250,HB-300の4種類であり,従来からあるIiB-50,HB

-75,HB-125,HB-150 と合わせて8種類となった_ノ

またビル川としてほ故人処理風_!11二40011ュ3/minのものから,1,500

1113ノIninのものまで各位の装躍が盟竹された｡

19.8.1HB形汎用エアクリーナ

HB形エアクリーナは給水Il,給仙Il,排水受,排水i†,安全ス

イッチを備えたケース ㈲ じんユニットを入れ,各ユニットの前

後に洗浄管を固定して,洗浄督のノズルから洗浄水を噸濁し,

じんあいを処理できるようにしたものである｡

HB形としては従 HB-50,HB-75,HB-125,HB-150の4

種類を製作してきたが,電極構造を改良することにより,装置の小

形軽量化を計る--･九 新機種としてHB-25,HB-200,HB-250,

HB-300の4種類を しく製作した｡以上形式に示 拘

●
､
､た｢しJイさ

じん効率90%の拗-r㌻の故人処fllミ吼-llしである｡

一例としてHB--75,HB-200の外観をそれぞれ弟15匡巨‡･ゴよび

弟】る図iこ示す｡

高い集じん効率とすぐれた洗浄効果により快適な運転が行えるほ

か,気流方向の変更が界易であること,整流板の清掃がフランジ側

面のふたをはずすことにより行われることなど保守の面でも各方面

から非常に喜ばれている｡

19.8.2 ビル用エアクリーナ

ビル川エアクリーナほ基礎工頚:を施した床面に,所要風量を処朋

できる数だけ2 類の集じんユニットを積み ね,ダクトでおおっ

第17図 HA-DBB形エアクリーナ

第42巻 第1

ち′与16図 HB--200形エアクリーナ

たものであるし この場合保付点傾はダクトの例t如こ安全スイッチ付

闘閉とびらを設け,ここから内部に入って行う｡

ビル川町場合は設Ⅲ場所さえ一作せほ,処理風_描こ馴損なく,いく

らでも大きくできるので,描集じんあいの処剛よ洗汀昭を7上二行させ

て子fうHA形を標準としている｡渠じんユニットが多くなるので安

仝矧甘を完備し,押ボタン式を採用して誤操作を防ぎ,取扱を簡単

にLた｡

ビル川エアクリーナは主として銀行,デパート:事務所などの

物内にぷmされ,すく た1し,才 じん効果によっで1火適なふんい気を作

り川し,事務の向上 物品の汚染防止.保睡衛生などの向から非常

な好評を博している｡

19.臥3 HA形エアクリーナ

各酢こ納入されているHA形土アクリーナの一例を弟17図に示

す.ノこれほ西武デパート紳作文跡こ納入したHA-DBBであり,集

じん効率85㌔′のときの最大処理凪二量は1,500n13/minで,電極の前後

而む洗浄符が上下にノ仁子JこLて揃

いる.｡

19.8.4 HE形エアクリーナ

じんあいを処理するようになって

HE形はHA形と封≦じん,洗浄機桃はまったく‖じであるが,保

L､〕:点検に必要な最小空間を含む外被を有し,開閉とびら,排水受け,

排水口までを備えているので,実際設置に当っては 魔王事,ダク

トニに事の一部が省略できる利点がある｡その一例を第18図に示す｡

ニれほ八重州rlのブリヂストンビルに納入LたHA-CABで,

ん効ヰミ85ぢのときの故人処理風_拉は900m3/minである｡

a';18図 DHE CAB 形エ7クリーナ




